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75歳以上高齢運転者の免許保有者数と死亡事故件数（年別推移）

75歳以上運転免許保有者数 80歳以上運転免許保有者数 死亡事故件数（75歳以上）
死亡事故件数（80歳以上）

※１ H13以前の80歳以上運転免許保有者数の統計はない。
※２ H2以前の死亡事故件数の統計はない。

71歳以上の免許証
有効期間を３年間
に据置き

運転経歴証明書制度導入・
講習対象を70歳以上に

認知機能検査導入

認知症対策の強化
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年齢層別の死亡事故件数（免許人口10万人当たり）（平成30年）

⚫ 免許人口当たりの死亡事故件数をみると、75歳以上の高齢運転者は、75歳未満の運転者と比較して死亡
事故が多い。

⚫ １当及び１当同乗者以外に死者がある事故件数は、75歳以上の高齢運転者と他の年齢層で大きな差は
ない。

～ ～
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全体
1当及び1当同
乗者のみに死
者がある件数

1当及び1当同
乗者以外に死
者がある件数

75歳以上 8.0 5.7 2.2

75歳未満 3.4 1.3 2.1

※ ・ 算出に用いた免許人口は、平成30年12月末現在の値である。
・ 「１当及び１当同乗者以外に死者がある事故」については、１当及び１当同乗者に死者がある場合を含む。
・ 無免許の件数を除く。

※ 第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。

年齢層別の免許人口当たり死亡事故件数

2



年齢層別の死亡事故件数（道路交通曝露量（無過失第２当事者数）当たり）（平成30年）

⚫ 道路交通曝露量（無過失第２当事者数）当たりの死亡事故件数をみると、75歳以上の高齢運転者は、75
歳未満の運転者と比較して死亡事故が多い。

⚫ 75歳以上の高齢運転者による死亡事故は、 １当及び１当同乗者以外に死者がある事故よりも、１当及
び１当同乗者のみに死者がある事故の方がより増加している。

～ ～
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0.0271 0.0136 0.0094 0.0084 0.0086 0.0094 0.0100 0.0130 0.0132 0.0175 0.0207
0.0339

0.0519
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0.2667

※ 「１当及び１当同乗者以外に死者がある事故」については、第１当事者又は第１当事者同乗者に死者がある場合を含む。

※ 第１当事者が原付以上の死亡事故を計上している。

年齢層別の道路交通曝露量当たり死亡事故件数

3
※ 道路交通曝露量として、平成30年中の原付以上運転者（第２当事者）の違反なしの事故件数を用いた。

全体

１当及び１当同乗者
のみに死者がある
道路交通曝露量当

たり件数

１当及び１当同乗者
以外に死者がある
道路交通曝露量当

たり件数

75歳以上 0.0781 0.0565 0.0216

75歳未満 0.0126 0.0048 0.0078



第１分類

（認知症のおそれ）

54,786 人（2.5％）

第２分類

（認知機能低下のおそれ）

531,057 人（24.5％）

第３分類

（認知機能低下のおそれな

し）1,579,506 人

（73.0％）

第１分類

（認知症のおそれ）

20 人（4.8％）

第２分類

（認知機能低下のおそれ）

184 人（44.4％）

第３分類

（認知機能低下のおそれな

し）210 人（50.7％）

認知機能検査受検者【平成30年】

※１ 認知機能検査は更新時・臨時の両方を含む。
※２ 人数は延べ人数
（例）同一人物が認知機能検査を３回受検し、それぞれの判定

が第１分類が２回、第２分類が１回となった場合には、受
検者数は３人（第１分類：２人、第２分類：１人）とカウ
ント

約 27％が第１・第２分類

死亡事故を起こした運転者（75歳以上）【平成30年】

合計414人
受検者数2,165,349人

※１ 図は平成30年中に死亡事故を起こした75歳以上の高齢運
転者（原付以上第一当事者）の認知機能検査の結果を示す。

※２ 平成30年中に死亡事故を起こした75歳以上の高齢運転者
（原付以上第一当事者）は460人であるが、当該事故前に認
知機能検査を受検していた者はその内の414人

約 49％が第１・第２分類
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○ 認知機能検査の結果による内訳

75歳以上の高齢運転者による交通死亡事故に関する分析



○ 平成28年から30年に死亡事故を起こした75歳以上の高齢運転者（原付以上第１当事者）
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第２当事者以下死亡

（ｎ＝345）

合計（ｎ＝1224）

第１分類 第２分類 第３分類

※1 平成28年から30年までの間に死亡事故を起こした75歳以上の高齢運転者は1,337人であるが、当該事
故前に認知機能検査を受検していた者はその内の1,224人

※2 第１当事者本人死亡には、同乗者が死亡した事故の第１当事者は含まない。
※3 第１当事者同乗者死亡には、同乗者が死亡した事故の第１当事者を含む。

75歳以上の高齢運転者による交通死亡事故に関する分析
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